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ご挨拶 
 

「職業リハビリテーション研究・実践発表会」は、職業リハビリテーションの発展に

資することを目的として開催し、職業リハビリテーションに関する調査研究や実践活動

を通じて得られた多くの成果を発表するとともに、ご参加いただいた皆様の意見交換、

経験交流等を図り、研究・実践の成果の普及に努めてまいりました。第１回を平成５年

１１月に開催し、今回第２３回を迎えることとなりました。 

さて、近年では障害のある方々の雇用は着実に進展し、昨年１１月２６日に公表され

た障害者雇用状況の集計結果を見ると、平成２６年６月１日現在で従業員５０人以上の

民間企業に雇用される障害者の数は約４３万１千人、実雇用率は１．８２％といずれも

過去最高を更新しています。 

障害別にみますと身体障害３１万３千人、知的障害９万人、精神障害２万７千人と、

いずれの障害においても雇用される者の数は増加しており、特に精神障害は、前年度比

で２４．７％の増加と大きな伸び率を示しており、企業の採用意欲の高まりと障害のあ

る方々の就職意欲の高まりが感じられるところです。 

一方で、身体障害、知的障害、精神障害といった障害以外にも、発達障害、高次脳機

能障害、最近では難病や若年性認知症なども含めて、職業リハビリテー-ションの対象と

なる障害は多様化してきており、周囲からわかりにくい障害特性なども増えてきており

ます。 

また、昨年度まで常時雇用している労働者数が２００人を超える規模の企業が法定雇

用率を達成しない場合に、障害者雇用納付金の納付義務が生じていたところですが、今

年度から常時雇用している労働者数が１００人を超える規模の企業も納付金の申告対象

となることとなり、その対象範囲が拡大することになりました。 

さらに、これまで実雇用率への算定対象だったものの、雇用義務の対象でなかった精

神障害者について、平成３０年度には法定雇用率の算定基礎に組み入れることとされて

おります。 

また一方で、障害者権利条約への対応として、今年の４月には厚生労働省においてす

べての事業主を対象とした「障害者差別禁止指針」及び「合理的配慮指針」が策定され

ました。合理的配慮指針の事例集もとりまとめられるなど、平成２８年４月の改正法施

行に向け、着々と準備が進められているところです。 

このような状況を背景として、企業の方々には、多様な障害種類を視野に入れた、さ

らなる障害者雇用の促進と、職場定着の推進のための適切な配慮が求められることにな



ります。そして障害のある方にとっては、就職のチャンスがさらにいっそう拡大するこ

とになるものと思います。 

今後は、我々も含め、就労支援に携わる者としては、企業の「障害者を雇ってみよう」

「職場定着を進めつつ、障害者雇用の拡大をしていこう」といった意欲やニーズに対し

て、よりタイムリーで的確な支援を行うことが求められることになります。 

本研究・実践発表会では、様々な調査などの結果に基づく研究成果のほか、企業や支

援機関の皆さまの実践的な活動のご報告をいただくこととしています。 

本日の特別講演では、平成２６年度の職場改善好事例で最優秀賞を受賞された第一生

命チャレンジド株式会社様の障害者雇用の取組についてお話をいただきます。 

このほかにも、パネルディスカッションを２本、口頭発表８２題、ポスター発表３６

題のご発表をいただきます。口頭発表、ポスター発表は前回併せて１０９題であったも

のが今回１１８題と、例年を上回る発表のご応募をいただきました。ご応募いただいた

皆さまには感謝申し上げます。 

ご参加くださった、労働、福祉、教育、医療の関係機関の皆様、また障害者雇用に関

心をお持ちの企業の皆様にとって、本研究・実践発表会が実り多いものとなるよう祈念

いたしまして、開会のご挨拶とさせていただきます。 

 

 

平成２７年１１月１２日 

 

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構  

理事長  和田 慶宏  



 

【第１日目】 平成27年11月12日（木）

○基礎講座・支援技法普及講習

時　間

10:00 受　　　付

10:30

講　　師：

講　　師：

講　　師：

12:00 講　　師：

○研究・実践発表会

時　間

12:30 受　　　付

13:00 開      会 挨　　拶 ： 和田  慶宏 独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構  理事長

13:15

14:45 講　　師： 湯浅　善樹 氏 第一生命チャレンジド株式会社　代表取締役社長

齊藤　朋実 氏 第一生命チャレンジド株式会社　事業本部　職場定着推進室　課長

 休　 憩

15:00

司  会  者： 加賀　信寛 障害者職業総合センター　主任研究員

倉持　利恵 氏 株式会社シータス＆ゼネラルプレス　コーポレート部門　総務部　部長

清家  政江 氏
社会福祉法人JHC板橋会
    障害者就業・生活支援センター ワーキング・トライ  センター長

16:40 西尾　正人 氏 鎌取メンタルクリニック  院長

【第２日目】 平成27年11月13日(金)

○研究・実践発表会

時　間

9:00 受　　　付

9:30

11:20   分科会形式で各会場に分かれて行います。

休　　 憩

11:30

12:30

休　　 憩

13:00

14:50   分科会形式で各会場に分かれて行います。

休　　 憩

15:10

司　会　者： 野中　由彦 障害者職業総合センター　主任研究員

窪　 貴志 氏 株式会社エンカレッジ　代表取締役

直井　敏雄 氏 ノーマライゼーション促進研究会  会長

16:50 丸山 　哲 氏 社会福祉法人高水福祉会　常務理事

内　容

プ    ロ    グ    ラ    ム

内　容

基礎講座

Ⅰ 「発達障害の基礎と職業問題」
望月  葉子  （障害者職業総合センター　特別研究員）

Ⅱ 「高次脳機能障害の基礎と職業問題」
田谷  勝夫  （障害者職業総合センター　特別研究員）

Ⅲ 「難病の基礎と職業問題」
春名  由一郎  （障害者職業総合センター　主任研究員）

支援技法普及講習
「発達障害者支援技法の紹介 ～ナビゲーションブックの作成と活用～」

古野  素子  （障害者職業総合センター職業センター  障害者職業カウンセラー）

特別講演

「さまざまな人たちがともに働く、挑戦と成長の職場づくり」

研究発表
（昼食）

ポスター発表
  発表者による説明、質疑応答を行います。  ※掲載時間：10時30分～15時10分

パネル
ディスカッションⅠ

「精神障害者雇用の実際」

パネリスト：
（五十音順）

内　容

研究発表
口頭発表　第１部 （第1分科会～第9分科会）

研究発表
口頭発表　第２部 （第10分科会～第18分科会）

パネル
ディスカッションⅡ

「これからの事業主支援」

パネリスト：
（五十音順）


